
箕曲小学校の学校運営協議会は、学校経営方針や学校運営に関わって、各委
員が当事者意識を持ち、幅広い視点での意⾒やアイデアを出し合うことで、学
校運営がより円滑に進むようになりました。特に、学校、保護者、地域が“めざ
す子どもの姿“を共有し、熟議や協議を重ねることで、これまで培ってきた関係
を⼤切にしながら、学校と協働した取組をさらに発展・深化させ、名張版コ
ミュニティ・スクールの３つの柱「学校運営への参画」「学校支援の充実」
「地域貢献の場づくり」に係る取組が充実してきています。箕曲小学校の連
携・協働した運営や取組の一部を紹介します。
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〜 「学校と地域づくり組織等との連携・協働〜

箕曲小学校×ＰＴＡ×地域づくり委員会×市民センター

学校運営協議会において、「学校基本方針の承認」を行います。その「承認」とは、ＯＫ
「それでいいよ！頑張ってください！」ではなく、Ｌet‘s「一緒にやっていきましょう！」と
いうことです。みんなで考え、みんなで決めて、みんなで実践・協働するということです。
協力者ではなく、当事者として、同じ方向で一緒に考え実行することが大切です。

★ワンポイントアドバイス★

〈各委員がタブレット体験〉

授業参観の後、児童が毎朝行って
いるタブレット端末を活用した健康観
察について、各委員が端末を手に触
れて体験いただくことで、これからの
教育実践について、共通理解が図ら
れました。

【第１回学校運営協議会の運営の工夫】

〈熟議「これまでの課題と今後の方向性」〉

昨年度までの取組を振り返り、学校や児童
の課題を共有し、今後の方向性について、互
いに知恵を出し合い協議を深めました。本年
度の重点取組として、「あいさつ」「読書週間」
「家庭学習」について、学校、地域、保護者の
三者がそれぞれやるべきことを確認し合いま
した。また、「コロナ禍における地域との連携・
協働について」もＰＴＡ、地域づくり委員会、市
民センターが役割分担をしながら計画・実行
していくことになりました。更には、様々な取
組やすべての活動を通して、子どもたちの「自
尊感情」を育むことの確認がされました。

【第２回学校運営協議会の熟議】
「少人数を生かした学校運営・地
域との連携」について、各委員と
教職員、保護者が熟議を行いま
した。

コミュニティ・ス
クールは、学校と
地域・保護者が、
目的や目標を共
有し、その達成や
解決に向けて協
議を重ねることが
なによりも重要！

先生方には、日ごろからきめ細や
かな指導をしていただいている。こ
のことに感謝し、それぞれの持ち場
で着実に進めていこう！
それぞれが意識をして声（言葉）を
かけていこう！

【学校支援の充実】
①ボランティア交流会

日頃、様々な形で活動するボランティアの皆さんが、つながれる場
になっている。

②昔遊び、陶芸、しめ縄・かかし作り等の体験教室
地域の方々を講師に迎える。

③学校田での米作り
地域の酒⽶サポーターさんの協⼒のもと実施。感染症対策により全
校での取組を⾒送ったが、５年⽣からの発信により、全校児童への
意識付けを図ることができた。

④学校の環境整備（草刈り等）、通学路の草刈り
地域の環境部の方が中心に活動。

⑤⺠⽣委員を中⼼に下校をサポートの実施。

もちもちの日
（５年生から発信）

体験教室

【地域貢献の場づくり】
①箕曲文化祭(１２月)

会場として、学校の体育館を開放。「体験教室」で作製した児童の作品を展示。参加した児童
には「箕曲のキラリさんみつけよう」と呼びかける。タブレットで気に入った作品を写真に撮り、
感想を添えて提出。児童の感想をまとめ、市⺠センターに掲示した。

②地域ボランティアによる学習支援「はなももくらぶ」
箕曲市⺠センターとの協働で、夏休みの３⽇間学校図書館を開放。「箕曲の紙芝居」「バルー
ンアート」「英語を楽しもう」の講座を開設した。

③箕曲探検物語(地域フィールドワーク)
箕曲地域づくり委員会子ども育成部会とともに実施。地域への愛着を深める⾏事として、積⽥
神社にてお気に入りの場所をタブレットで写真撮影し、作品を箕曲文化祭で展示した。

④人権コンサート
ＰＴＡ・地域づくり委員会共催。感染防⽌のため、６年⽣のみが対⾯、他学年、保護者、地域
の方はリモートで鑑賞した。

⑤３年⽣が市⺠センターを⾒学し、センターの役割について学習。「体操サークル」
の⽅とともに活動し交流。

① ② ③ ⑤

子どもを核とした地域総ぐるみの協働活動


